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質問順 議員氏名 

６月３日（水） 

１ 永松 節子 
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令和８年第４回久山町議会６月定例会 一般質問通告書 
令和８年６月３日（水）９時３０分～ 

     質問順１番    永松 節子 

質問事項 質問の要旨 
質 問 の 

相   手 

１．小中学校における

生理用品の設置状況

について 

近年、全国の公立小中学校における生理用品設置は、

生理の貧困対策や、ジェンダー平等の観点からも急速に

進んでおり、トイレへ設置する取り組みも増えている。

女子トイレに返却不要の生理用品を常備することは、教

育の場として、児童・生徒が安心して過ごせる環境を保

障することと考える。 

① 小中学校における生理用品の、現在の対応状況およ

び利用状況は。 

② 福岡県内でも、生理用品をトイレへ設置する取り

組みを行っている市町村が増えてきている。本町３

校の小中学校の女子トイレへの設置を検討されたこ

とはあるか。 

町  長 

教育課長 

 

２．自転車の交通ルー

ル指導について 

令和８年４月の法改正により、16歳以上の自転車違反

に青切符（反則金）が適用されることとなった。高校生

になると、駅やバス停まで自転車を利用する生徒も増え

ると思うが、免許取得時のように、交通ルールを学習す

る機会が十分ではない中、高校入学後、16歳になった途

端、いきなり罰則対象となってしまう。中学３年生まで

の間にルールを知り、守るということを習慣付けること

が必要と考える。 

① 町内の中学生の登下校時における、自転車事故の現 

  状は。 

② これまでの小中学校での、自転車指導の取り組みお

よび自転車通学時のマナーの現状について。 

町  長 

教育課長 

 

 

 

 



令和８年第４回久山町議会６月定例会 一般質問通告書 
令和８年６月３日（水）９時３０分～ 

     質問順２番    佐伯 勝宣 

質問事項 質問の要旨 
質 問 の 

相   手 

１．脱炭素化と EV に

ついて 

① 脱炭素化社会実現への町の取り組み状況、現状を教

えていただきたい。 

② EV（電気自動車）について、町内在住者向けの EV化

促進など、町として考えや政策があれば聞きたい。 

③ 町内には EVステーションがみられない。町内の EV

所有者や外からの一般来訪者向けに一カ所充電場所

を設けるか、役場の EV充電場所を一般向けに有料で

開放するかなどの対策はできないか。 

町  長 

 

２．久山町研究と健診

受診率について 

① 昨年度の健診受診率は 44％余りと聞いているが、

50％突破を目指してもらいたい思いがある。今年は

受診への PR対策はどうなっているか。 

② 転入者をいかに健診に関心を持ち、足を運んでもら

うかが大きなカギであると考えるが、これまで、転

入者らへの普及・PR 活動は十分だったとみている

か。 

③ 今年度の「久山町研究」の取り組みと、今後の町内

外・メディア等の発信をどう考えるか。 

町  長 

健康課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和８年第４回久山町議会６月定例会 一般質問通告書 
令和８年６月３日（水）９時３０分～ 

     質問順３番    只松 秀喜 

質問事項 質問の要旨 
質 問 の 

相   手 

１．猪野区のバス停か

ら伊野皇大神宮まで

の県道に歩道の設置

を 

① 年々、猪野区に来られる方が増えてきているが、猪

野区の主要道路であるバス停から皇大神宮までの県

道は歩道がなく、危険極まりない道路になっている。

町として県への要望は出されているのか。 

② 平成 29 年３月定例会の質問の答弁では県の久山町

への事業の順番として下山田のトリアスから福岡市

までの歩道設置、猪野区の南橋から信号機がある交

差点までの歩道整備、その後バス停から皇大神宮ま

での歩道設置の順番だったが、前の二つの事業につ

いては終了している。この順番について変更はない

のか。 

③ 県との約束ではそろそろ着工の準備をしていいと思

うが、県の考えと、町の考えは。 

町  長 

 

２．横断歩道周辺の照

明強化を 

① 久山町における横断歩道の数と街灯設置率は。 

② 街灯が無い、またはあっても照度が不足している横

断歩道では歩行者の発見が遅れてしまい大きな事故

につながりかねない。照度の基準等はあるのか。 

③ 横断歩道の両端が確認できるような照明強化を図っ

ていくべきでは。 

都市整備課長 

町  長 

 

 

町  長 

 

 

 



令和８年第４回久山町議会６月定例会 一般質問通告書 
令和８年６月３日（水）９時３０分～ 

     質問順４番    阿部 恒久 

質問事項 質問の要旨 
質 問 の 

相   手 

１．窓口業務改革につ

いて 

① フロアサインの改善について質問する。 

玄関入口の受付のところに、１階フロアの各課の配

置図がある。その配置図では、各課ごとに色分けさ

れている。（例えば、町民生活課は茶色、福祉課はピ

ンク等である。）しかしながら、実際の各課の案内表

示は、すべてが青色になっている。来庁者が受付で

どこどこの課に行ってくださいと案内されたとき

に、案内表示が色分けされていれば（例えば、ピン

ク色の福祉課に行ってくださいと）分かりやすいと

思うが、改善してはどうか。 

② 自治体窓口で手続きする来庁者が抱える課題とし

て、「何度も同じ項目を書かされる」「都度、窓口で

待たされる」「複数の窓口に回される」などがある。

職員が抱える課題としては、「申請書ごとに記入方

法の説明が求められる」「記入内容の確認作業が多

岐にわたる」「業務の複雑化に伴い、業務が属人化

する」などがあると言われている。 

  デジタル庁が推進する「書かないワンストップ窓

口」では、こうした双方の課題を解決し、「書かな

い」「待たない」「回らない」を実現するとされて

います。全国の自治体では、すでに取り入れてい

るところや導入推進を強力にすすめているところ

も多くあるようだが、本町の取り組みについて現

状と課題について質問する。 

町  長 

総務課長 

２．高齢者の熱中症対

策について 

 高齢者は、加齢によって体温調節機能が低下し、暑さ

を感じにくくなるほか、喉のかわきにも鈍感になる傾向

がある。さらに、在宅時間が長い高齢者は、エアコン使

用を控える傾向があり、熱中症が発生しやすい状況にあ

ると言われている。このため、国の「熱中症対策行動計

画」でも地方自治体による地域での取り組み強化と高齢

者の予防行動の徹底が重要と位置付けられている。そこ

で、本町の現状と取り組みについて質問する。 

① 昨年度、本町において熱中症で救急搬送された人数

のデータはあるか。 

② 75 歳以上で、一人暮らしの世帯数のデータはある

のか。 

③ 熱中症警戒アラート等の情報を活用した町民への

周知や注意喚起はどのようにしているのか。 

④（１）地域の見守り活動は、どのようになっているの

か。 

 （２）中学校の総合学習では「防災」がテーマになっ

ていると思うが、見守り活動を取り入れてはと

思うが見解は。 

町  長 

総務課長 

町民生活課長 

福祉課長 

教育課長 



令和８年第４回久山町議会６月定例会 一般質問通告書 
令和８年６月３日（水）９時３０分～ 

     質問順４番    阿部 恒久 

質問事項 質問の要旨 
質 問 の 

相   手 

 （３）各家庭を訪問し異変を発見する可能性のあるラ

イフライン企業（例えば、プロパン業者・宅配・

新聞・郵便等）と町が「見守りに関する協定」な

どは締結しているのか。 

⑤（１）クーリングシェルターとしての居場所の提供に

ついては、どのように取り組んでいるのか。 

 （２）各行政区の集会所を月に何日か解放することは

できないか。 

⑥ 国は、補正予算で夏の電気代を補助するというこ 

とも聞こえてくるが、町として、例えば一定の条 

件の下でクーラーの設置補助をするようなこと 

は考えられないか。 

３．災害時協力井戸制

度のその後について 

令和６年９月定例会の一般質問で、災害時協力井戸

制度について提案した。その後、町民に災害時の井戸

の提供についてアンケート調査がなされ、防災官が中

心となって、アンケートに回答されたご家庭の現地調

査もされていると認識している。その後、制度の運用

について情報発信がないが、何か問題でもあるのか。 

総務課長 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 



令和８年第４回久山町議会６月定例会 一般質問通告書 
令和８年６月４日（木）９時３０分～ 

     質問順５番    城戸 利廣 

質問事項 質問の要旨 
質 問 の 

相   手 

１．大規模災害におけ

る職員の健康管理と

庁舎の安全性等につ

いて 

地震等大規模災害に対応する町職員の健康管理およ

び庁舎損壊に伴う町の対応等についてお尋ねする。 

地震等による大規模災害が発生すると、過去の事例が

示す通りその復旧には相当の時間を要している。 

発生に伴い、職員は自己が担当している通常業務に加

え 

１．消防、自衛隊、警察等実働機関の受け入れと調整 

２．町民に対する直接支援と援助 

等実に重い業務に従事することになる。 

これが短期間であれば、特に問題は発生しないが、期

間が長くなってくると、どうしても職員の精神面や体力

が疲弊する。私はこの点が心配である。 

そこで、お尋ねする。 

① 町は大規模災害が発生した際に、迅速に職員の健康

を守るための対策を講じられるよう、町として事前

にどのような準備や策を策定しているのか伺う。 

② 次に、庁舎の安全性等についてお尋ねする。 

（１）庁舎の耐震診断と改善は実施されているの

か。 

  （２）もしも庁舎に損壊が発生した場合、その対応

策は考えてあるのか。 

③ 最後に、緊急時に必要な職員の宿泊施設について尋

ねる。庁舎内に、緊急時にそれに対応する職員数名

が宿泊する施設はあるのか。 

   もし、なかったら早急に設置すべきではないか。 

町  長 

 

 


